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岸
田
正
義

（
み
ら
い
）

令
和
11
年
に
学
童
保
育
の
平

均
利
用
者
数
は
千
500
名
を
超
え
、

20
施
設
が
新
た
に
必
要
と
な
る
。

ア
弾
力
的
運
用
に
よ
る
暫
定
学

童
で
は
な
く
抜
本
的
対
策
と
保

育
の
質
の
未
来
像
を
示
す
べ
き
。

イ
普
通
教
室
の
タ
イ
ム
シ
ェ
ア

は
。
ウ
放
課
後
子
ど
も
教
室
の

開
催
時
間
延
長
な
ど
更
な
る
拡

充
は
可
能
か
。
エ
有
料
の
ア
フ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
に
特
別
教
室
を

提
供
で
き
な
い
か
。
オ
市
内
大

学
施
設
や
専
門
学
校
で
の
ア
フ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
を
実
施
で
き
な

い
か
。
カ
全
入
制
度
を
維
持
す

る
の
か
。
キ
ピ
ン
チ
は
制
度
や

体
制
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
。
企

画
財
政
部
も
含
め
た
庁
内
横
断

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
る
本
気
の
取
組
が
必
要
。

部
長

ア
育
成
室
確
保
に
向

け
た
短
期
的
対
策
と
質
の
維
持

向
上
の
中
長
期
的
対
策
に
分
け

て
検
討
す
る
。
イ
課
題
の
整
理

も
含
め
て
教
育
委
員
会
と
連
携

し
て
い
く
。
ウ
こ
れ
以
上
の
量

的
拡
充
は
難
し
い
。
エ
重
要
な

視
点
だ
が
今
後
の
研
究
課
題
。

オ
包
括
連
携
協
定
締
結
校
を
中

心
に
提
案
す
る
こ
と
は
可
能
。

市
長

カ
放
課
後
の
多
様
な

居
場
所
の
拡
充
と
と
も
に
学
童

保
育
の
全
入
制
度
は
維
持
す
べ

き
。
キ
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

育
成
面
積
を
確
保
で
き
て
い
な

い
現
状
は
事
実
で
あ
り
、
ご
提

案
頂
い
た
こ
と
も
含
め
て
や
り

方
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

庁
内
一
丸
と
な
っ
て
対
策
を
加

速
さ
せ
課
題
解
決
に
取
り
組
む
。

坂
井
え
つ
子

（
緑
・
つ
な
が
る
）

東
京
に
お
け
る
都
市
計
画
道

路
の
整
備
方
針
案
で
3
・
4
・

12
号
線
（
北
大
通
り
〜
五
日
市

街
道
）
が
市
施
行
の
優
先
整
備

路
線
に
選
ば
れ
た
。
ア
正
式
に

選
定
さ
れ
る
と
必
ず
着
手
さ
れ

る
の
か
。
イ
選
ん
だ
理
由
は
。

ウ
道
幅
16
ｍ
に
す
る
広
げ
方
は
。

エ
正
式
に
選
定
さ
れ
れ
ば
、
市

独
自
に
説
明
会
を
開
催
し
た
い

と
い
う
答
弁
が
あ
っ
た
。
周
知

は
、
地
域
住
民
に
特
化
し
た
も

の
や
広
く
市
民
に
向
け
た
市
報

な
ど
丁
寧
な
周
知
を
。

部
長

ア
15
年
以
内
に
優
先

的
に
整
備
す
べ
き
路
線
と
し
て

選
ん
だ
。
こ
れ
ま
で
の
計
画
で

は
着
手
で
き
て
い
な
い
路
線
も

あ
る
。
イ
市
道
第
12
号
線
は
市

の
緊
急
輸
送
道
路
、
一
時
避
難

場
所
に
接
続
、
周
辺
に
通
学
路

が
指
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
。
ウ

現
道
の
中
心
線
を
基
準
に
し
た

等
間
隔
の
拡
幅
で
は
な
い
。
市

Ｈ
Ｐ
の
都
市
計
画
マ
ッ
プ
等
で

概
略
図
を
示
し
て
い
る
。
都
市

計
画
証
明
と
い
う
制
度
で
、
よ

り
具
体
的
に
把
握
で
き
る
。
エ

効
果
的
な
内
容
や
手
法
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

3・4・12号線＝緑中央通り
南側は新設、北側は拡幅の計画

片
山
か
お
る

（
子
ど
も
／
情
報
）

❶
福
島
原
発
事
故
か
ら
15
年
、

事
故
の
教
訓
は
自
治
体
政
策
に

反
映
さ
れ
て
い
る
か
。
事
故
が

収
束
し
な
い
中
、
東
京
電
力
の

原
発
が
再
稼
働
さ
れ
る
。
都
民

が
使
う
電
気
の
た
め
に
地
方
を

犠
牲
に
し
て
い
い
の
か
。
脱
原

発
の
必
要
性
を
発
信
す
べ
き
。

ア
原
発
事
故
の
現
在
の
状
況
は
。

イ
原
発
依
存
度
と
利
益
率
の
関

係
は
。
ウ
省
エ
ネ
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
状
況
は
。

部
長

ア
廃
炉
作
業
が
継
続

し
長
期
課
題
で
あ
る
。
被
災
者
、

避
難
者
の
生
活
再
建
の
道
の
り

は
な
お
途
上
で
あ
る
。
イ
コ
ス

ト
上
昇
に
よ
り
他
の
電
力
と
比

し
て
差
は
な
い
。
ウ
27
施
設
で

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
。

目
標
値
や
取
組
を
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
し
、
第
5
期
計
画
へ
の
改
定

を
予
定
。

❷
ア
樹
冠
の
あ
る
樹
木
下
の

道
路
と
樹
木
が
な
い
道
路
の
温

度
は
。
イ
樹
冠
拡
大
は
建
築
限

界
を
超
え
た
範
囲
で
進
め
る
も

の
か
。
ウ
落
ち
葉
は
資
源
。
回

収
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
。

部
長

ア
樹
木
の
な
い
道
路

面
と
あ
る
道
路
で
は
15
度
近
い

温
度
差
に
。
ウ
安
全
や
近
隣
に

配
慮
し
な
が
ら
樹
冠
被
覆
率
拡

大
の
研
究
は
す
る
。

課
長

イ
街
路
樹
管
理
の
基

本
。

■
そ
の
他
、
野
洲
市
を
参
考
に

小
金
井
版
く
ら
し
支
え
あ
い
条

例
と
債
権
管
理
条
例
の
検
討
を

求
め
ま
し
た
。

た
ゆ
久
貴

（
日
本
共
産
党
）

こ
の
間
、
各
学
童
を
利
用
し

て
い
る
子
育
て
世
帯
の
皆
さ
ん

か
ら
様
々
な
意
見
を
伺
う
こ
と

が
で
き
た
。
依
然
と
し
て
大
規

模
化
が
進
行
し
て
い
て
十
分
な

保
育
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
指
導

員
の
採
用
難
へ
の
対
策
な
ど
、

安
心
安
全
の
確
保
及
び
保
育
の

質
の
維
持
・
向
上
を
図
る
必
要

が
あ
る
こ
と
、
予
算
措
置
を
含

む
計
画
的
・
抜
本
的
な
対
策
が

必
要
な
こ
と
な
ど
現
状
の
課
題

や
要
望
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

小
金
井
市
は
対
策
を
進
め
る
べ

き
で
あ
る
。
ア
指
導
員
の
確
保

に
つ
い
て
、
よ
り
充
実
さ
せ
る

た
め
に
、
市
と
し
て
更
な
る
処

遇
改
善
を
行
う
べ
き
。
イ
公
共

施
設
総
合
管
理
計
画
及
び
公
共

施
設
あ
り
方
・
再
編
方
針（
案
）

に
お
い
て
、
総
量
抑
制
も
し
く

は
総
量
最
適
化
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
少
な
く
と
も
学
童
保
育

所
に
つ
い
て
は
、
集
約
化
や
複

合
化
に
よ
っ
て
結
果
的
に
施
設

の
面
積
が
減
っ
て
し
ま
う
な
ん

て
こ
と
は
絶
対
に
な
ら
ず
、
む

し
ろ
早
急
に
拡
大
の
た
め
の
増

設
な
ど
を
検
討
し
行
っ
て
い
く

べ
き
。

部
長

ア
状
況
に
応
じ
た
協

議
は
必
要
に
な
っ
て
く
る
場
合

も
あ
る
。
イ
個
別
施
設
の
面
積

を
一
律
に
削
減
す
る
と
い
う
趣

旨
で
は
な
い
。
市
全
体
の
施
設

の
更
新
需
要
や
財
政
負
担
の
見

通
し
を
踏
ま
え
な
が
ら
全
体
と

し
て
最
適
な
配
置
を
検
討
し
て

い
く
。

河
野
麻
美

（
自
由
民
主
党
）

❶
ア
市
内
公
園
は
火
気
禁
止

で
花
火
が
で
き
る
場
所
が
な
い
。

時
間
、
場
所
、
対
象
等
を
限
定

し
安
全
な
利
用
ル
ー
ル
を
策
定

の
上
、
試
行
実
施
し
な
い
か
。

イ
市
役
所
駐
車
場
等
公
共
施
設

の
活
用
や
地
域
団
体
と
の
連
携

に
よ
る
見
守
り
体
制
の
構
築
等

更
な
る
実
施
日
数
や
場
所
の
拡

大
に
向
け
検
討
し
な
い
か
。

部
長

ア
今
夏
3
公
園
で
3

日
試
行
実
施
。
イ
検
討
す
る
。

❷
ア
環
境
意
識
を
見
え
る
形

に
す
る
た
め
カ
レ
ン
ダ
ー
表
紙

絵
事
業
の
意
義
を
広
げ
子
ど
も

の
描
い
た
絵
を
ご
み
収
集
車
に

ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
な
い
か
。
街
中

を
走
る
車
両
を
啓
発
の
媒
体
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
で
市
民
全

体
へ
の
意
識
浸
透
に
繋
が
る
と

考
え
る
が
見
解
は
。
イ
粗
大
ご

み
オ
ン
ラ
イ
ン
申
込
が
開
始
し

た
が
更
な
る
利
便
性
向
上
の
た

め
分
類
体
系
の
抜
本
的
な
整
理
、

品
目
の
拡
大
、
処
理
券
不
要
の

電
子
決
済
を
導
入
し
な
い
か
。

部
長

ア
高
い
啓
発
効
果
が

期
待
で
き
9
年
度
に
向
け
協
議

を
進
め
る
。
イ
他
市
事
例
を
調

査
し
事
務
課
題
を
整
理
し
順
次

利
便
性
向
上
に
向
け
検
討
す
る
。

❸
名
勝
小
金
井
サ
ク
ラ
を
次

世
代
へ
繋
ぐ
た
め
誕
生
記
念
植

樹
等
自
分
事
と
し
て
関
わ
り
主

体
的
に
育
て
る
文
化
財
と
し
て

継
承
で
き
る
参
加
型
制
度
の
構

築
と
工
程
の
提
示
を
求
め
る
。

部
長

100
周
年
の
レ
ガ
シ
ー

を
活
か
し
次
世
代
が
当
事
者
意

識
を
持
て
る
仕
組
み
を
検
討
。

渡
辺
大
三

（
子
ど
も
／
情
報
）

❶
庁
舎
等
建
設
問
題
。
昨
年

2
月
に
入
札
が
流
れ
、
2
度
目

の
入
札
も
7
月
に
流
れ
た
。
市

長
の
施
政
方
針
は「
早
期
建
設
」

だ
が
、朝
日
新
聞
は「
新
年
度
の

入
札
を
事
実
上
断
念
」
と
の
記

事
を
掲
載
。
私
が「
誤
報
か
」と

市
長
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
「
誤

報
だ
と
は
捉
え
て
い
な
い
」
と

の
答
弁
。
議
会
が
議
決
し
て
い

る
130
億
円
を
超
え
た
内
容
も
検

討
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
議
会

に
は
特
に
相
談
は
な
か
っ
た
。

議
会
が
議
決
し
て
い
る
予
算
上

限
額
を
取
り
払
っ
て
検
討
す
る

と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
形
で

オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
の
か
。

大
き
く
金
額
の
ず
れ
が
生
じ
た

と
な
る
と
、
費
用
負
担
者
で
あ

る
市
民
の
意
向
も
住
民
投
票
や

全
市
民
意
向
調
査
、
1
万
人
意

向
調
査
等
で
確
認
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長

改
め
て
市
民
の
意
向

を
確
認
す
る
考
え
は
な
い
。

❷
北
大
通
り
と
小
金
井
街
道

の
交
差
点
（
本
町
二
丁
目
交
差

点
）
は
、
東
の
方
か
ら
来
る
と

こ
ろ
に
は
、
右
折
レ
ー
ン
も
右

折
待
機
場
所
も
な
い
。
右
折
車

が
多
い
と
長
い
渋
滞
を
招
く
。

右
折
レ
ー
ン
は
難
し
い
が
、
横

断
歩
道
を
下
げ
れ
ば
、
1
台
で

も
2
台
で
も
右
折
待
機
場
所
は

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

部
長

右
折
待
機
場
所
が
な

い
た
め
渋
滞
の
一
因
に
な
っ
て

い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

要
望
に
つ
い
て
小
金
井
警
察
署

に
伝
え
る
。

水
上
洋
志

（
日
本
共
産
党
）

❶
介
護
保
険
制
度
の
充
実
に

つ
い
て
質
問
す
る
。
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
人
手
不
足
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
ア
主
任
ケ
ア
マ

ネ
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
事
業

所
の
現
状
は
ど
う
か
。
イ
ケ
ア

マ
ネ
が
処
遇
改
善
の
対
象
と
な

っ
て
い
な
い
が
、
新
年
度
の
対

応
は
ど
う
か
。
ウ
潜
在
ケ
ア
マ

ネ
の
復
帰
対
策
は
ど
う
か
。
エ

ケ
ア
マ
ネ
の
シ
ャ
ド
ー
ワ
ー
ク

の
改
善
の
対
策
は
ど
う
か
。
オ

政
府
は
、
利
用
料
2
割
負
担
の

拡
大
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
有
料
化
、

総
合
事
業
へ
の
更
な
る
移
行
を

検
討
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
を

後
退
さ
せ
な
い
た
め
に
、
国
に

意
見
を
あ
げ
て
ほ
し
い
。

部
長

ア
12
の
居
宅
事
業
所

が
配
置
し
て
い
な
い
。
イ
臨
時

の
介
護
報
酬
改
定
で
対
象
と
な

る
。
ウ
再
研
修
費
用
を
予
算
化

し
た
。
エ
環
境
整
備
に
努
め
る
。

オ
給
付
と
負
担
に
つ
い
て
市
長

会
が
意
見
を
あ
げ
て
い
る
。
注

視
し
て
い
く
。

❷
図
書
館
の
延
べ
床
面
積
は

文
科
省
の
基
準
を
下
回
り
、
図

書
館
協
議
会
か
ら
も
新
た
な
図

書
館
建
設
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
5
年
間
の
計
画
策
定
の
中

で
図
書
館
建
設
の
方
向
を
明
ら

か
に
し
て
ほ
し
い
。

部
長

施
設
更
新
は
難
し
い

が
理
想
の
図
書
館
像
を
意
見
交

換
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
、
梶
野
通
り
な
ど
駅

周
辺
の
緑
化
の
促
進
に
よ
り
、

樹
冠
被
覆
率
の
向
上
を
要
望
し

ま
し
た
。

森
戸
よ
う
子

（
日
本
共
産
党
）

❶
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
ア

低
所
得
者
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

補
助
を
行
わ
な
い
か
。
イ
ひ
と

り
親
家
庭
へ
の
家
賃
補
助
を
行

わ
な
い
か
。

部
長

ア
予
算
措
置
を
含
め

適
切
な
時
期
に
提
案
し
た
い
。

イ
貴
重
な
ご
意
見
と
し
て
受
け

止
め
、
今
後
研
究
に
努
め
て
い

き
た
い
。

❷
税
金
滞
納
者
の
差
し
押
さ

え
に
つ
い
て
、
ア
払
う
意
思
が

あ
る
の
に
、
市
が
「
差
し
押
さ

え
す
る
」
と
伝
え
る
対
応
は
人

権
問
題
で
あ
り
、
改
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
イ
滞
納
者
の
生

活
を
支
え
る
く
ら
し
支
え
あ
い

条
例
や
債
権
管
理
条
例
を
制
定

し
な
い
か
。

部
長

ア
納
付
の
申
し
出
が

あ
っ
て
も
納
付
計
画
が
了
承
で

き
な
け
れ
ば
差
し
押
さ
え
を
説

明
し
て
い
る
。
イ
断
ら
な
い
相

談
体
制
の
構
築
に
取
り
組
む
。

❸
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
東
小
金
井

循
環
の
東
小
金
井
駅
南
口
停
留

所
の
復
活
に
つ
い
て
、
昨
年
9

月
約
千
200
名
の
署
名
が
集
め
ら

れ
て
い
る
。
ア
道
路
幅
と
の
関

係
で
バ
ス
の
サ
イ
ズ
ダ
ウ
ン
に

よ
り
復
活
で
き
な
い
か
。
イ
当

面
東
小
金
井
駅
北
口
の
停
留
所

を
駅
近
く
に
変
更
す
る
こ
と
や

介
護
保
険
証
の
提
示
を
や
め
る

こ
と
を
求
め
る
。

部
長

ア
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
・

ミ
ニ
よ
り
も
乗
車
定
員
が
少
な

く
な
り
課
題
が
あ
る
。
イ
利
用

者
目
線
で
改
善
で
き
る
こ
と
の

対
応
は
し
て
参
り
た
い
。

学
童
保
育
の
全
入
制
は
？

放
課
後
の
総
合
的
対
策
を
問
う

原
発
の
電
気
に
依
存
し
な
い
、

涼
し
い
木
陰
の
あ
る
街
へ

市
内
公
園
で
花
火
を
／
ご
み

啓
発
／
名
勝
小
金
井
サ
ク
ラ

新
た
な
図
書
館
建
設
の

検
討
を

定例会・臨時会における審議結果を掲載しています。
https://www.city.koganei.lg.jp/shisei/gikaijimukyoku/teireirinji/reiwa8_gikai/reiwa8_shing/index.html

３
・
４
・
12
号
線
が
市
施
行
の

優
先
整
備
路
線
案
に
選
定

学
童
保
育
所
の

大
規
模
化
へ
の
対
策
を

行
き
詰
っ
た
庁
舎
等
建
設

市
民
意
向
の
確
認
を

低
所
得
者
へ
の

経
済
的
支
援
を
行
わ
な
い
か


